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TSUDOIはブロックチェーンと仮想通貨に特化した情報配信サービスです。

本レポートコンテンツ

 🔷TOP銘柄分析ガイド

　TSUDOIで集計・分析する、複数の有名格付け機関によるスコア評価

 🔷『狙い目：中堅銘柄』発掘ガイド

　仮想通貨業界全体のトレンド銘柄分析

 🔷『大穴：新規銘柄』発掘ガイド

　VC出資先分析に基づく、注目新規銘柄情報,  CMC新規リスト銘柄分析

このレポートはTSUDOIの有料サービス、スタンダードプランの加入者専用

の情報です。レポートの内容は個人的な使用のみを対象としており、商業的

な利用は事前の許可が必要です。

レポートの読み方については、一覧に含まれる「必見！成功へ導く３つの仮

想通貨投資術」をご覧ください。

2 0 2 4 / 2 月  月 次TSUDOI  
スタンダードプラン
月次分析レポート

とは リサーチ担当の目線で、関連ニュースから中長期的に、いい影響がありそうな銘柄に表示しています。
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一般に、BTCの価格が下がる際には、アルトコインもBTCよりも大きく値下がりすることが多い

です。これはアルトコインのリスクが高いことを意味します。しかし、市場が上昇する時には、ア

ルトコインはBTCを上回る値上がりを見せることがあります。このため、BTCが下落している時

にアルトコインのパフォーマンスを月単位で評価すると、成績が悪く見えることがあります。

※数ヶ月単位でのパフォーマンスについては、４ページ目をご参照ください。

1月4週目~2月4週目までの週次レポートにて選定された15つのTOP銘柄の中から8つのTOP銘柄

にGoodマークを付与いたしました。

※この評価は、毎週金曜日に配信される週次レポート作成時または、月次レポート作成時に、過去に配信された銘柄の価格

動向を記録した情報を基に行われます。

今月のGoodマークTOP銘柄の成果は、8銘柄中7銘柄が価格高騰、さらにはBTC価格の推移より

も高パフォーマンスを出した銘柄は、3銘柄ほどありました。

BTCの2月の上昇率は33 .30%。このBTCの高騰はアルトコインに遅れて影響を与える傾向にあ

り、2月末の現在、その影響はまだ完全には反映されていない可能性があります。

T S U D O I 分 析 レ ポ ー ト  　 　 マ ー ク 銘 柄 一 覧

レポート
掲載日付 プロジェクト 上昇率

1/25 TRON ▲ 30.89%

2/1 ChainLink ▲ 26.09%

2/1  Sui ▲ 15.86%

2/8 ChainLink ▲ 5.56%

レポート
掲載日付 プロジェクト 上昇率

2/8 Celestia ▽-13.75%

2/15 Immutable ▲3.70%

2/15 Stacks ▲18.86%

2/21 The Graph ▲11.32%

ト ッ プ 銘 柄  分 析 ガ イ ド 　 2 / 2 6

GOODマーク付き銘柄
2024  2月集計結果
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レポート
掲載日付 プロジェクト 上昇率

1/25 Ondo ▲71.95%

1/25 Metis ▲34.56%

2/8 Dymension ▽-17.06%

『 狙 い 目 ： 中 堅 銘 柄 』 ＆ 『 大 穴 ： 新 規 銘 柄 』  発 掘 ガ イ ド 　
2 / 2 6

GOODマーク付き銘柄
2024  2月集計結果

1月4週目～2月4週目までの週次レポートでは、15つの狙い目：中堅銘柄を詳細に分析しました。
※この評価は、毎週金曜日に配信される週次レポート作成時または、月次レポート作成時に、過去に配信された銘柄の価格動

向を記録した情報を基に行われます。

今月は、『大穴：新規銘柄』に掲載した銘柄６つの中から、TSUDOIチームの方では3銘
柄とも中長期的な成長の可能性を持つと判断して『　　 』を付与しております。月末時
点での結果として、3銘柄中2銘柄が、BTC価格の推移よりも高パフォーマンスを出して
おります。
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下記シミュレーションは、週次分析レポート発行日に『　　』マーク銘柄を10万円ずつ購入し、

その後、売却せずに現在(2/26 )まで保有し続けた場合の利益を計算したものです。

また、比較対象として、投資総額(円)と、各日付にてBTCを同額分購入し保有し続けた場合のBTC

総数の現在レートを算出しております。

結果として、下記の通りBTCの積み立てでは、350万円の投資総額に対し、およそ96 .12万円の利

益(およそ27%)、対象銘柄への投資を行った場合、およそ145 .2万円の利益(41 .5%)という結果

となっています。これは、BTCの積み立てよりも、およそ1.51倍のリターンを得た結果となりま

した。

35銘柄×10万円 BTC 積立 『　　　』銘柄

円換算 ¥3,500,000 ¥4,461,225 ¥4,952,466

利益 ¥0 ¥961,225 ¥1,452,466

利益率 0% 27.46% 41.50%

11銘柄×10万円 BTC 積立 『　　　』銘柄

円換算 ¥1,100,000 ¥1,450,228 ¥2,043,565

利益 ¥0 ¥350,228 ¥943,565

利益率 0% 31.84% 85.78%

GOODマーク付き銘柄
投資シミュレーション

『　　』マーク：35銘柄×10万円

同様のシミュレーションを『狙い目：中堅銘柄』及び『大穴：新

規銘柄』に行った場合
対象となる11つの銘柄への投資に対し、BTCの積み立てよりも、およそ2.69倍のリターンを得た

結果となりました。
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この分析ガイドでは、2月の週次レポートにて記載された価格が急上昇したTOP銘柄に焦点を当て

ています。それぞれの銘柄について、レポート掲載時から月末までの時価総額ランキングの推移

や、複数の海外格付けサイトの情報を基にしたTSUDOI独自の評価を紹介しています。これらの通

貨は、100点満点での信頼性スコアとして、下記一覧の右側に記載されています。

ト ッ プ 銘 柄  分 析 ガ イ ド 　 2 / 2 6

2月週次レポート掲載
TOP銘柄 継続分析ガイド

掲載日 CMC
Rank プロジェクト カテゴリー 直近30日間の

値上がり率
トークン価格
(2/26現在) 取引量ランク/24H スコア

2/2 #12→#12 ChainLink platform ▲34.17% ¥2,798.58 #16→#31 75.28(-0.12)

2/2 #45→＃46   Sui Layer1 ▲38.99% ¥246.31 #12→＃46 56(±0)

2/2 #46→＃42 Render metaverse ▲83.67% ¥1,091.96 #42→＃38 56(±0)

2/9 #11→#12 ChainLink platform ▲34.17% ¥2,798.58 #10→#31 75.28(-0.12)

2/9 #26→＃41 Celestia modular
blockchain ▲5.64% ¥2,485.40 #31→＃88 57.69(+1.69)

2/9 #33→＃28 Kaspa Layer1 ▲68.42% ¥25.23 #78→＃145 54.78(±0)

2/16 #21→＃22 Immutable Layer 2 ▲82.56% ¥504.27 #45→＃94 64.39(±0)

2/16 #25→＃29 Stacks platform ▲70.43% ¥378.16 #13→＃75 67.77(+0.52)

2/16 #50→＃62 Helium IoT ▲19.55% ¥1,242.65 #161→＃346 66.33(±0)

T S U D O I 週 次 分 析 レ ポ ー ト 掲 載 銘 柄 一 覧
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２月の時価総額TOP50銘柄の本スコア推移
上記、基準にて２月の調査を行ったところ、今月は、The  Graphのスコアが＋４点上がっており、主にトークンの

パフォーマンスや、分散型ガバナンスを中心としたエコシステムが活性化されておりました。
※TSUDOI分析レポートで過去に掲載した銘柄のスコアを調査しております。

月次レポート及び、週次レポートの使い方について
今月の週次レポートにおけるGoodマークが付与されたTOP銘柄のうち、5銘柄は、過去に週次レポー

トにおいて、既にTOP銘柄としてピックアップされている銘柄となります。これらの銘柄は、継続して

利益を伸ばしていることを意味します。これらの銘柄がなぜ話題を集めているかを月次及び週次レポー

トの考察をご覧いただき、投資家の皆様がより深く理解するための分析情報としてレポートを配信させ

ていただいております。

スコア調査ガイドでは、海外の様々な格付けサイトから情報を集めて、TOP銘柄を評価していま

す。これらの格付けサイトは、プロジェクトの進行計画と現状、トークンの経済的側面、プロジ

ェクトチーム、ビジネスパートナーや投資家、エコシステムの成長、トークンの市場パフォーマ

ンス、技術基盤とセキュリティ、全体的な市場での成績、技術の採用状況など、多面的な観点か

らの情報を提供しています。

TSUDOIのスコアは、これらのサイトから収集した情報を元に、各プロジェクトの全体的な強み

とリスクを評価し、100点満点でスコアを付けます。このスコアを前月のデータと比較し、総合

的な評価をおこなっています。

スコアの読み方
トップ銘柄の仮想通貨は、このスコアが安定しており、4点以上の大きな変動がある場合は、その

プロジェクトの健全性を再評価する指標として使っていただければと考えています。

ト ッ プ 銘 柄  ス コ ア 調 査 ガ イ ド

掲載日 CMC
Rank プロジェクト カテゴリー 直近30日間の

値上がり率
トークン価格
(2/26現在) 取引量ランク/24H スコア

2/22 #28→＃23 Filecoin storage ▲63.38% ¥1,225.02 #11→#18 56(±0)

2/22 #35→＃33 VeChain IoT ▲72.26% ¥7.02 #104→#77 56(±0)

2/22 #46→＃40 The Graph AI & Big
Data

▲96.59% ¥44.60 #49→#19 68.74(+4)
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調査
日時

CMC
Rank プロジェクト カテゴリー 取引量

ランク/24h
直近1カ月の

トークン価格上昇率

2/2 #64→＃56 Theta 
Network Layer1 #187→＃96 ▲54.97%

2/2 #83→＃89 Neo platform #146→＃165 ▲21.99%

2/2 #121→＃124 Metis Layer2 #201→＃110 ▲33.29%

2/9 #66→＃72 Tezos platform #191→＃222 ▲18.26%

2/9 #157→＃135 Convex 
Finance DeFi #210→＃301 ▲18.26%

2/9 #200→＃242 ICON platform #624→＃392 ▲14.10%

2/16 #80→＃89 Neo platform #124→ #165 ▲21.99%

2/16 #158→＃167 Qtum platform #78→＃105 ▲14.40%

2/16 #193→＃244 Biconomy platform #407→＃294 ▲9.31% 

本分析ガイドは、Co inmarke t cap（CMC）の時価総額ランキング50～200位に位置する『狙い

目：中堅銘柄』に焦点をあてた情報を提供するものです。週次レポートに記載いたしましたCMC

サイト内、検索トレンド中堅銘柄に関する月末時点での経過調査となります。

『 狙 い 目 ： 中 堅 銘 柄 』  発 掘 ガ イ ド 　 2 / 2 6

検索トレンド中堅銘柄
月次分析

週次 検索トレンドの経過調査一覧 作成日2/26
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上記『狙い目：中堅銘柄』に関する最新のトークン価格への影響が予想される
話題についての調査結果をPick Up!!

Zcash：ZEC
注目ポイント：Graysca leのプライバシーETF提案により、2/22より20%ほど価格高騰

Graysca l eがプライバシーテーマのインデックスETFを申請したことは、仮想通貨投資の分野においてまた一つ

新たな節目を示しています。この動きは、暗号資産市場におけるプライバシー保護技術への関心が高まっている

ことを反映しており、投資家に新たな選択肢を提供することを目指しています。

Graysca l eは、ビットコイン現物ETF「GBTC」を提供する米暗号資産（仮想通貨）投資会社となり、彼らの動

きは、今後の既存金融からの資金の流入のきっかけとなる可能性があると投資家から注目を集めています。

調査
日時

CMC
Rank プロジェクト カテゴリー 取引量

ランク/24h
直近1カ月の

トークン価格上昇率

2/22 #80→＃95 Axelar interoperability #362→＃443 ▲58.43% 

2/22 ＃158→＃135 Convex 
Finance DeFi #355→＃301 ▲18.26%

2/22 ＃193→＃141 Zcash Privacy #108→＃106 ▲26.90%

Met i s：MET IS
注目ポイント：Met i sの期待が高まる２つの要因

Met i sは、約4億ドル相当のMET ISのエコシステムファンド設立と分散型シーケンサーのアルファメインネットの

ローンチが3月に予定されていることにより、開発者支援とプラットフォームの機能拡張が進み、その革新性と

成長の潜在力が高まっています。

分散型シーケンサーは、トランザクションの順序付けと配布を行うシステムで、ネットワークの効率とスケーラ

ビリティを向上させます。これにより、処理速度が速く、手数料が低減され、Met i sプラットフォームの機能拡

張と革新性が促進されるため、成長の潜在力が高まります。
※本銘柄は、1月4週目の週次レポートにて、『大穴：新規銘柄』としてGoodマークを付与している銘柄となります。
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プロジェクト名 カテゴリー 調達
ラウンド 金額 大手VC一覧 融資日 注目度

(3点満点中の評価)

AltLayer Infrastructure 戦略的 $4.80M
Fenbushi Capital
Framework Ventures
Volt Capital …

2/9
事業モデル　★★☆(2.5)
メンバー         ★★★(3.0)

Pixels Gaming 戦略的 $4.80M
Fenbushi Capital
Framework Ventures
Volt Capital …

2/9
事業モデル　★(1.0)
メンバー　　★☆(1.5)

Puffer
Finance DeFi 戦略的 --- Binance Labs 1/30

事業モデル　★★☆(2.5)
メンバー　　★★☆(2.5)

Portal Infrastructure シード
ラウンド $34.00M

Coinbase Ventures
Arrington Capital
OKX …

1/30
事業モデル　★★★(3.0)
メンバー　　★★☆(2.5)

2024年1月29日～2月25日までの期間において、仮想通貨業界における大手ベンチャーキャピタ

ル(VC )の出資実績を詳細に調査し、大穴：新規銘柄を分析します。

今月の主な業界の資金調達プロジェクト数は104社となり、大手VCからの出資を受けたプロジェ

クトは23社となります。
※大手VCについては投資資金の大きいTOP20を対象としております。

『 大 穴 ： 新 規 銘 柄 』  発 掘 ガ イ ド 　 2 / 2 6

有名VCによる
資金調達最新情報分析

2月の資金調達事情について

1月に引き続き、Web3とブロックチェーンインフラへの投資が集中している中で、特にDeF i分野への投資が増加していま

す。この傾向は、ブロックチェーンインフラが提供する機能上でDeF iが実現可能であることから、資金が流入している初

期動向とみることができます。さらに、多くの利便性の高いDeF iプロジェクトの出現により、DeF i分野の将来性に対する

確固たる信頼を示しており、より成熟した市場への移行を加速させるきっかけになる可能性があります。
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01 .  概要　Binance  Launchpoo l  45番目の銘柄

分野：Web 3  I n f r a s t r u c t u r e
トークン名：AL T
🔷  トークン発行済み
B i n a n c e上場：1 / 2 5

AltLayer

A l t Laye rは、ブロックチェーンの取引を効率的に処理するための新しい方法を提供するシステムで

す。これは、ブロックチェーンの速度を向上させ、より多くのユーザーが同時に利用できるようにす

る技術です。具体的には、OP  S tack、Arb i t rum  O rb i t、Po l ygon  CDK、ZK  S tackなど、さまざ

まな基盤技術（ロールアップスタック）を利用して作られたプロジェクトに対して、リ・ステーキン

グという手法を使って、セキュリティ（安全性）、分散化（中央集権化されていない管理）、相互運

用性（異なるシステム間での互換性）、および暗号経済的な迅速な確定性（取引が確実に完了する速

度）を高めることができます。

Founders  ：Yaoq i  J i a氏
Pa r i t y  A s i aという組織のディレクター兼GMを務め、ブロックチェーン技術の基盤となる重要な

プロジェクトに関わりました。2019年には、技術分野での顕著な貢献を認められForbes  30

Unde r  30  A s i aに選出されました。Zi l l i qaの共同創設者兼CTOとしては、シャーディング技術

を用いたブロックチェーンプラットフォームの開発を主導しました。シンガポール国立大学で博

士号を取得し、ブロックチェーンとセキュリティに関する研究で複数の賞を受賞。Yaoq i  J i a氏

の研究は、Goog leやApp leによって認められ、メディアからも注目されています。

02 .  運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル ★★☆(2 . 5 )
A l t Laye rはEthe reumのレイヤー2環境とその進化に適応し、ブロックチェーンの取引効率を向上させるための新

しいアプローチを提供しています。レイヤー2技術の発展とともに、そのようなイノベーションはEthe reumエコシ

ステムの成長に不可欠であり、Al tLaye rのビジネスは業界の現在の動向と将来の方向性に沿ったものであると評価

できます。しかし、この技術が確固たる市民権を得ているわけではなく、広く認知されていく過程で不確定要素に

より課題に直面する可能性があることには注意が必要です。

メンバー ★★★(3 . 0 )
Yaoq i  J i a氏の技術的専門知識、リーダーシップ経験、業界内での認知度は、Al tLaye rが直面するであろう挑戦を

乗り越え、ブロックチェーン技術の新たな可能性を開拓する上で重要な資産となるでしょう。彼の経歴は、

Al tLaye rの運営において強みとなり、プロジェクトの成功に不可欠な要素です。
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01 .  概要　Binance  Launchpoo l  46番目のGameF i銘柄

分野：Game f i
トークン名：P I X E L
🔷  トークン発行済み
B i n a n c e上場：2 / 1 9

Pixels

P i xe l sは、一つひとつのピクセルで構築された、農業と探索の世界観を提供するGameF i銘柄です。

資源を集め、スキルを向上させ、関係を築きながら、Pixe l s  Un i ve r seを通じて織りなされる物語や

クエストを探索することで、管理、創造、探索の魅力的な組み合わせに没頭します。この世界では、

ブロックチェーンの所有権があなたの進歩と成果と結びついています。本プロジェクトは、楽しくて

気軽に遊べる、ブロックチェーンを背景にしたゲームを作ることを目指しています。

Founders  ：Luke  Barw ikowsk i氏
技術と経済学の背景を持ち、若い年齢から技術開発に情熱を注いできた人物となります。

エンジニアチームの責任者には、2004年に約3,560万ドル(現在のレートで約53億4 ,000万円)で

買収されたアメリカの有名なゲーム開発スタジオである GameHouse  の共同創設者である

BenJamin  E xwor thy氏とGar r  God f r ey氏が本プロジェクトに参画しています。

02 .  運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル ★
GameF i分野の中では、100万人を超えるユニークユーザーと18万人を超える毎日のアクティブユーザーを達成す

るなどの実績を作っているプロジェクトとなります。しかしながら、2024年2月現在、ブロックチェーンインフラ

の成熟や業界のトレンドの変動性を考慮すると、この分野が主流となるにはまだ時間がかかるという見方もありま

す。GameF iプロジェクトとしてGame事業全体へ影響力を持ち本質的な需要を生み出すには、革新性だけでなく、

ユーザー体験、ゲームの品質、そして経済的持続可能性に対し、注力することが必要です。

メンバー ★☆(1 . 5 )
P i xe l sプロジェクトのチームは、ゲーム開発に関する豊富な経験と成功実績を背景に持っています。トークンを発

行し間もない状況ではありますが、今後はこのチームがBlockcha in技術や仮想通貨の領域で必要な知識やスキルを

身につけ、適応していけるかが、今後の大きな課題となる可能性があります。彼らがそのギャップを埋めることが

できれば、GameF iビジネスにおいても大きな成功を収める可能性は高いと言えるでしょう。
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01 .  概要　リキッド・リステーキング分野2位のDeF i銘柄

Puffer
Finance

Pu f f e r  F i nanceは、このDeF iの世界において、特にEthe reumのステーキングをより安全かつ効率

的にすることを目的としたサービスの一つです。Puf f e r  F i nanceは、EigenLaye rを介したEthe rの

再ステーキングを可能にするリキッド・リステーキングプロトコルです。このプロトコル分野は、急

成長しているDeF i（分散型金融）のトレンドの一つとなっており、調査時点で同分野2位、10億

2100万ドル(およそ153億円)のTVLを保持している既に実績のあるDeF i銘柄となります。

Cont r ibu to r：Amir  Fo rouzan i  氏
Pu f f e r  F i nanceファウンダーは、NASAでデータサイエンティスト、USCで研究アシスタントを

務め、2022年11月よりPuf f e r  F i nanceでブロックチェーン革新に貢献。Puf f e r  Commun i t y

Mu l t i s i gna tu reという本プロジェクトの重要な決定に関与するメンバーとして、Ethe reum

Founda t i onの研究開発のキーパーソンJus t i n  D rake氏、Bank l e s sの共同創設者であるDav id

Ho f fman氏など業界専門家が参加しております。

02 .  運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル ★★☆(2 . 5 )
Pu f f e r  F i nanceは、リキッド・リステーキングというDeF iの重要なトレンドに沿ったサービスを提供しており、

Ethe reumのステーキングエコシステムにおける新しい機会を探求しています。そのため、このプロジェクトは業

界の現在の動向に合致しており、成長する可能性が高いと考えられます。ただし、この分野の競争は激しく、他の

プロジェクトとの差別化や継続的な実績の積み重ねが重要になることには留意が必要です。

メンバー ★★☆(2 . 5 )
Pu f f e r  F i nanceは、優れた創設者と強力な業界のサポートを背景に、リキッド・リステーキング事業で革新を推進

しています。このプロジェクトは、Ethe reumのステーキングエコシステムにおける重要な問題を解決し、DeF iの

未来を形作る可能性を秘めています。

分野：De F i
リキッド・リステーキング
🔷トークン未発行
　  メインネットリリース前
　( 2月末現在Pub l i c  T e s t n e t運用中 )
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Portal

Por ta lは、異なるブロックチェーン上でビットコイン（BTC）を直接、安全に交換できる新技術を提

案しています。従来、異なるブロックチェーンを接続するためにはラッパーやブリッジといった仕組

みや、セキュリティやプライバシーのリスクを伴う中央集権型の取引所の利用が必要でした。Por ta l

の技術を使用することで、これらの中間者を介さずにユーザー同士が直接ビットコインを交換できる

ようになり、より安全かつプライバシーを保ちながら取引を行うことが可能になります。

01 .  概要　Bi tco inの利便性を再定義するDEX銘柄

共同創設者兼CEO  ：Chandra  Dugg i r a l a氏

同氏は、2017年から2018年にかけて仮想通貨と分散型インフラに関わり、2つの査読済みホワイ

トペーパーを執筆しました。医学士と生物学の博士号を持つ彼は、複数のスタートアップの創業

者としてリーダーシップを発揮し、Por ta lの運営に役立つ深い知識と経験を提供しています。開

発チームには、George  Bu rke氏も参加しており、彼はフィンテック業界で印象的なキャリアを

持ち、製品開発、市場参入戦略、成長戦略の分野で豊富な経験を有しています。Burke氏は特に

暗号通貨とブロックチェーンにおいて8年の経験があり、世界で最初のビットコインミートアップ

の主催者であり、Ethe reumの初期投資家の一人です。

02 .  運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル ★★★(3 . 0 )
Por ta lは、ビットコインに関連するアトミックスワップ技術を提供するファイナンシャルテクノロジー企業となり

ます。アトミックスワップ技術にも課題があるという声もありますが、ビットコイン関連のソリューションの需要

は、Ord ina l sプロトコルの導入やアメリカ合衆国でのスポットビットコイン上場投資信託（ETF）の承認など、最

近の動向により、今後数ヶ月で増加すると予想されています。

メンバー ★★☆(2 . 5 )
Por ta lプロジェクトのメンバーは、経験豊富で実績のあるリーダーを中心に、強力な基盤を持っています。しか

し、プロジェクトの成功をさらに確実なものにするためには、DeF i分野での専門性の深化やコミュニティ運営を含

めたチームの多様性と補完性の向上が鍵となります。

分野： I n f r a s t r u c t u r e
トークン名：不明
🔷サービスリリース前
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2024年1月27日から2月26日までの期間において、CMCで新規リストされ、時価総額ランク50位

から200位の間にある『大穴：新規銘柄』の月次調査確認します。

『大穴：新規銘柄』発掘ガイド　2 / 2 6

CMC新規リスト銘柄
最新情報分析

調査
日時

CMC
Rank プロジェクト カテゴリー 時価総額 トークン価格

(掲載~2/26比較)
24時間

取引量ランク

2/1 #76→＃109 Jupiter DEX ¥100,168,056,035 ¥74.28
▽12.43% #8→＃66

2/8 #71→＃89   Dymension modular
blockchain

¥136,963,700,610 ¥938.46
▽17.06% #20→＃157

2/16 #115→＃118 Zetachain Layer1 ¥89,532,537,129 ¥378.66
▽9.47% #73→＃94

2/22 #55→＃61 Starknet Layer2 ¥215,505,153,141 ¥295.40
▲2.56% #9→＃26

CMC新規リスト銘柄【2月時点】

リサーチ担当のコメント
Dymens ionについては、同ネットワークで大きな影響力を持つ主要なバリデーターであるChorus

Oneが、技術的な問題に直面しているとのこと。Chorus  Oneは、ネットワーク全体の投票権の約

34 .8%を掌握しており、そのノードの問題は、ネットワークの運営において大きな障害となり得ます。

このノードの問題が存在するにも関わらず、Dymens ionのトークン価格は一時的に高騰しました。し

かし、月末に近づくにつれて、価格の動向が芳しくない状況を示しています。これは、Chorus  Oneの

ような主要バリデーターが直面している技術的問題が、投資家の信頼や市場の期待に影響を及ぼし、結

果としてトークン価格に悪影響を与えている可能性があります。
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リサーチ担当のコメント
S ta rkne tについては、直近7日間で、総価値ロック（TVL）が194%増加し、1.32億ドルに達したと

AMBCryp toが報じました。これにより、Sta rkne tはブロックチェーン上で立ち上げられたプロジェ

クトの中で、Ethe reum  Laye r  2としては4番目に大きな規模になりました。TVLの増加は、プロジェ

クトへの市場信頼の回復を示しており、Sta rkne tの成長を印象づけるものです。メインネットのロー

ンチとエアドロップイベント時に見られた不安要素がトークン価格の乱高下を引き起こしたものの、

Sta rkne tがLaye r  2プロジェクトとしての実績を着実に積み重ねていることは、投資家の信頼を再び

獲得する上で有効な手段となり得ます。このような成果は、市場におけるプロジェクトの位置付けを強

化し、将来的な成長への期待を高める要因にもなっています。


